
 

  

2026年5月学校給食支援活動報告 

＜今月のインパクト＞ 

学校給食支援 

●​ リクニ・パーラ配給を継続実施 
●​ 地域ボランティア・運営委員会との協働による運営 
●​ キッチン建設事業の着工 
●​ 制服支援による学習環境の改善 

主な成果 

●​ 干ばつや食料不安の影響を受ける地域への給食支援継続 
●​ 日本大使館支援によるキッチン建設プロジェクト開始 
●​ 地域コミュニティ参加による給食運営の強化 
●​ 制服支援を通じた子どもたちの学校生活支援 

主な課題 

●​ 食料不安や干ばつの継続 
●​ 給食提供に必要な調理環境の不足 
●​ 教育環境整備の必要性 
●​  

＜今月の活動と変化＞ 

1. 給食配給活動の継続 

5月も各CBCCに対してリクニ・パーラの配給を実施しました。Makapwa CBCCやKatondo 
CBCCでは、運営委員会やケアギバーが給食を受け取り、子どもたちへの提供準備を進めまし
た。給食支援は、単なる食事提供にとどまらず、食料不安や干ばつの影響を受ける地域におい
て、子どもたちの栄養維持を支える重要な役割を果たしています。

 



 

 

 

2. 地域参加による給食運営 

Chibanzi CBCCでは、地域住民や保護者が給食プログラムに参加し、運営を支えています。給
食支援を通じて、子どもたちへの栄養提供だけでなく、地域住民が学校運営に関わる機会が生
まれています。この協働は、学校と地域コミュニティの連携強化にもつながっています。 

 

 

3. 日本・マラウイ間の協力 

Machelecheta小学校で行われたキッチン建設プロジェクトの着工式には、在マラウイ日本国大
使館の内藤大使が出席しました。式典に先立ち、内藤大使は教育・スポーツ担当職員の案内の
もと学校を視察し、CCAP教会が提供している仮設キッチンや現在の給食環境を見学しました。
これにより、学校が抱える課題や地域コミュニティによる支援の実態について理解を深める機会
となりました。 

視察中には、給食調理後の片付けを行う保護者ボランティアとも交流し、日々の学校運営を支え
る地域住民の取り組みに耳を傾けました。また、子どもたちのためにリクニ・パーラを調理するコ
ミュニティメンバーに対し、その継続的な活動への感謝と敬意を示しました。 



 

 

その後行われた着工式では、内藤大使によって定礎石が設置されました。このキッチン建設事
業は、日本大使館を通じた日本からの支援によって実現したものであり、Machelecheta小学校、
Chabele小学校、Kanyerere小学校の給食環境改善を目的としています。定礎石の設置は、今
後の建設事業の開始を象徴するとともに、子どもたちがより安全で安定した環境の中で給食を受
けられるようになるための重要な節目となりました。 

 

 



 

 

式典ではマラウイと日本の国旗が掲げられ、学校給食支援やマラウイ産コーヒーを通じた両国の
協力関係が改めて共有されました。今回のプロジェクトは、日本とマラウイのパートナーシップを
象徴する取り組みであり、地域の教育環境や子どもたちの生活環境の改善につながることが期
待されています。 

内藤大使は次のように述べられました。 

「せいぼマリアと日本大使館のパートナーシップが形になろうとしています。マチェレチェタ、チャ
ベレ、カニェレレの各小学校に学校のキッチンが整備され、子どもたちに温かい食事が提供され
るようになります。ムジンバと日本の強い絆は今後も繁栄し、このプロジェクトが新たなマイルス
トーンとなります。ムジンバの学校に給食を提供し続けてきたせいぼの10年間の活動は、その献
身の証です。このプロジェクトを成功させ、マラウイの発展に貢献するために、私たち全員が自分
の役割を果たしましょう。全力を尽くして進むマラウイと日本の友情は、今後も注目すべきもので
す。」 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

4. 制服支援による学習環境改善 

制服支援を受けた子どもたちは、新しい制服を着用して学校生活を送っています。制服は子ども
たちの帰属意識や自信の向上につながるだけでなく、学校生活に集中しやすい環境づくりにも寄
与しています。支援を受けた子どもたちには、安心して学べる環境が整えられつつあります。 
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